
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
に
お
け
る
経
典
釈
文
の
利
用

－

　

芦

点

・

点

発

を

通

し

　

て

1

原

卓
　
　
志

平
安
時
代
に
お
け
る
漢
籍
の
学
習
・
訓
読
に
際
し
て
、
種
々
の
註
釈
書
が
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
学
の
御
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
本
文
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
や
義
注
・

字
体
注
が
各
々
の
註
釈
書
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
観
点
で
論
ぜ
ね
、
芝
訓

（2）

読
に
お
け
る
字
訓
が
註
釈
書
の
義
注
に
よ
る
と
い
う
研
究
で
あ
る
。

こ
れ
ら
書
入
注
や
字
訓
の
他
に
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
を
取
上
げ
て
、
本

文
・
割
注
部
に
施
さ
れ
た
朱
声
点
・
失
点
発
が
経
典
釈
文
と
密
接
な
関
係
を
有

（3）

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
私
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
、
簡
単
に
古
文
尚
書
平

安
中
期
点
に
お
け
る
朱
戸
点
・
失
点
発
と
経
典
釈
文
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
く

な
ら
ば
、
朱
声
点
は
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
と
同
体
裁
で
あ
る
原
初
形
経
典
釈
文

の
音
注
に
即
し
て
差
声
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
左
俳
に
施
さ
れ
た
、
双
点

・
三
点
の
点
発
は
経
典
釈
文
に
記
載
さ
れ
た
本
文
の
異
同
を
含
め
た
字
体
注
と

密
接
な
関
係
を
有
し
、
双
点
と
三
点
と
の
差
異
は
経
典
釈
文
の
注
記
中
に
記
載

さ
れ
た
字
体
注
の
数
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
典
釈
文
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
声
点
・
点
発
が
存
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
文
尚
書
の
学
習
に
お
け
る
経
典
釈
文
の
利
用
の
一
端
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
稿
に
お
い
て
は
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
経

典
釈
文
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
声
点
・
点
発
が
他
の
資
料
に
認
め
ら
れ
る
の

か
否
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
特
に
点
発
の
如
き
機
能
を

有
す
る
符
号
が
他
の
資
料
に
も
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
非
常

に
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
右
述
の
如
き
観
点
か
ら
、
平
安
中
期
の
漢
籍
訓
点
資
料
の
中
よ
り

毛
詩
唐
風
残
巻
を
取
上
げ
、
経
典
釈
文
利
用
の
様
子
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思

う
。
な
お
、
本
資
料
の
声
点
・
点
発
が
経
典
釈
文
と
関
係
を
有
す
る
と
い
う
指

（
－
）

摘
は
、
夙
に
石
塚
暗
通
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
意
図
す
る
こ
と

と
重
複
す
る
点
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
が
、
な
お
詳
細
に
検
討
し
、
古
文
尚
書

平
安
中
期
点
の
場
合
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
考
え
ら
れ
る
点
等
述

べ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
は
「
播
蹄
」
以
下
「
鴇
羽
」
ま
で
の
僅
か
百
十
三
行

の
残
巻
で
あ
る
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
朱
筆
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
と
極

く
少
数
の
墨
点
、
更
に
角
筆
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
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（5）

国
語
史
上
重
要
な
文
献
で
あ
り
複
製
本
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（6）

朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
は
次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。

ソ

　

ス

　

　

　

バ

●
ナ
　
　
●
リ

．

j

●

こ
　
カ
コ
ト
　
　
テ
　
テ
・
反

「

∴

－

－

声
点
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
星
点
が
四
隅
に
施
さ
れ
る
他
、

れ
る
場
合
が
あ
る
。臼
ロ

圏
点
で
差
声
さ

声
点
と
し
て
星
点
と
と
も
に
圏
点
が
用
い
ら
れ
る
の
は
古
文
尚
書
平
安
中
期
点

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
星
点
と
圏
点
の
二
種
に
は
今
の
と
こ
ろ
相
違
が
認
め
ら

れ
な
い
た
め
、
便
宜
的
に
同
一
の
声
点
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

星
点
の
声
点
と
ヲ
コ
ト
点
の
「
て
」
「
に
」
「
を
」
「
は
」
と
の
区
別
は
、
声
点

が
や
や
大
ぶ
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
ヲ
コ
ト
点
が
小
ぶ
り
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
理
解
し
得
る
が
、
覆
製
本
で
は
微
妙
で
区
別
し
切
れ
な
い
箇
所
も
多
い
。
こ

の
た
め
、
声
点
の
認
定
に
当
っ
て
全
文
を
失
点
に
従
っ
て
訓
読
す
る
と
い
う
方

針
を
立
て
、
挙
例
に
際
し
て
は
煩
雑
に
は
な
る
が
前
後
の
ヲ
コ
ト
点
を
も
掲
げ

る
よ
う
に
す
る
。

毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
を
失
点
に
従
っ
て
訓
読
す
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う

（7）

に
な
る
（
冒
頭
部
一
オ
2
よ
り
一
オ
5
ま
で
）
。

「
一
四
回
膏
の
慣
平
）
公
（
ヲ
）
刺
（
ル
）
〔
也
〕
　
俊
に
（
シ
）
て
礼

に
．
中
（
去
）
（
ラ
）
不
。
故
（
ニ
）
是
の
「
詩
（
反
）
を
作
（
リ
）
て
以
て
閲
ふ

〔
之
〕
。
其
（
レ
）
時
（
反
）
に
及
（
ヒ
）
て
礼
（
反
）
を
以
て
自
（
ラ
）
虞
整
．
（
入
）

せ
む
こ
と
を
欲
（
ス
）
〔
也
〕
「
此
れ
暫
な
り
〔
也
〕
　
両
を
之
を
唐
（
反
）
と
謂

ふ
こ
と
は
本
れ
は
其
（
ノ
）
風
俗
を
・
憂
探
・
．
思
（
去
）
「
遠
・
駿
に
（
シ

テ
）
〔
而
〕
礼
を
用
（
ヰ
ル
）
〔
也
〕
。
乃
（
チ
）
尭
（
ノ
）
〔
之
〕
遺
風
有
（
リ
）

（8）

こ
の
う
ち
声
点
は
「
佐
（
平
声
）
」
「
中
（
去
声
）
」
「
栗
（
入
声
）
」
「
思
（
去
声
）
」

の
四
字
に
差
さ
れ
て
お
り
、
本
文
左
俳
に
施
さ
れ
る
点
発
が
「
倍
」
字
に
認
め

ら
れ
る
。
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
見
ら
れ
る
点
発
は
次
の
よ
う
に
双
点
と
三

点
と
で
あ
り
、
単
点
は
な
い
が
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
で
は
総
て
単
点
で
あ

る
。○
江
陀
潜
　
漢
　
（
九
条
本
二
オ
2
）

°

　

°

〇
番
沌
侠
　
（
岩
崎
本
・
二
七
九
）

°
．

〇
准
　
（
岩
崎
木
・
〓
）

°

さ
て
、
本
資
料
に
施
さ
れ
た
声
点
・
点
発
が
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
と
同
じ

ょ
ぅ
に
経
典
釈
文
と
関
係
を
有
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
石
塚
氏
の
御
指
摘

の
確
認
を
も
含
め
て
、
右
の
訓
読
文
に
対
応
す
る
部
分
を
通
志
望
本
宅
詩
釈
文

よ
り
引
用
す
る
と
、
次
抱
の
よ
う
に
、
冒
頭
欠
け
て
不
明
で
あ
る
「
雌
蜂
」
を

除
い
て
毛
詩
釈
文
に
記
載
さ
れ
る
総
て
に
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
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が
理
解
さ
れ
る
。

○
賦
膵
〔
上
音
悉
下
所
律
反
螺
膵
真
也
説
文
蹄
作
哲

〇
倍
公
〔
許
其
反
史
記
作
農
侯
〕

○
不
中
〔
丁
仲
反
〕

○
虞
無
〔
晋
洛
下
皆
同
〕

○
思
遠
〔
息
嗣
反
注
同
〕

す
な
わ
ち
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
の
戸
点
・
点
発
も
古
文
尚
書
平
安
中
期
点

の
声
点
・
点
発
と
同
様
に
経
典
釈
文
と
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
予
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
本
資
料
に
お
け
る
声
点
・
点
発
の
有
無
と
経
典
釈
文
（
毛
詩
釈
文
）
掲

（9）

出
の
有
無
と
の
関
係
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
A
）
経
典
釈
文
に
掲
出
さ
れ
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
も
の

二
二
八
例
（
八
五
・
七
％
）

（
B
）
経
典
釈
文
に
掲
出
さ
れ
ず
、
戸
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
も
の

四
例
（
二
・
五
％
）

（
C
）
経
典
釈
文
に
掲
出
さ
れ
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
い
も
の

一
九
例
（
一
一
・
八
％
）

こ
の
関
係
を
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
場
合
で
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
A
）
経
典
釈
文
に
掃
出
さ
れ
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
も
の

二
三
二
九
例
（
五
八
・
一
％
）

（
B
）
経
典
釈
文
に
掲
出
さ
れ
ず
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
も
の

七
八
〇
例
（
三
三
・
九
％
）

（
C
）
経
典
釈
文
に
掲
出
さ
れ
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
い
も
の

一
八
四
例
（
八
・
〇
％
）

毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
も
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
と
同
じ
く
、
経
典
釈
文
に

掲
出
さ
れ
ず
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
（
B
）
類
と
、
経
典
釈
文
に
掲
出
さ

れ
、
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
い
（
C
）
煩
と
が
存
す
る
。

（
B
）
煩
は
次
に
掲
げ
る
四
例
で
あ
る
。

〇
．
荒
（
去
）
大
也
　
　
　
　
（
一
ウ
5
注
）

○
愉
に
語
は
日
倫
（
㌣
と
。
（
三
オ
2
注
）

○
楷
P
。
焉
（
去
）
沃
か
、
（
六
オ
7
）

○
惜
こ
止
侍
（
上
）
也
　
　
　
（
八
オ
7
注
）

こ
の
う
ち
「
倫
（
平
声
）
」
で
は
、
毛
詩
釈
文
に
「
是
愉
〔
毛
以
朱
反
整
也

矧
作
付
側
他
矧
戊
取
也
〕
」
と
あ
り
、
対
応
す
る
注
記
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
（
B
）
桝
に
つ
い
て
、
現
在
毛
詩
釈
文
の
唐
抄
本
系
・
宋
刊
本
系
の
各

本
を
比
較
し
得
な
い
た
め
俄
か
に
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
原
初
形
経

典
釈
文
に
存
し
た
桑
が
通
志
堂
本
経
典
釈
文
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
但
し
、
本
資
料
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
が
反
切
形
を
異
に
す
る
も
の

（10）

を
含
み
な
が
ら
も
総
て
通
志
宝
木
経
典
釈
文
に
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
削
除
の

具
体
例
を
示
す
こ
と
ほ
困
難
で
あ
る
。

（
C
）
難
は
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。
上
段
に
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
の

用
例
を
下
段
に
経
典
釈
文
の
例
を
掲
げ
る
（
以
下
同
）
。
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祀
契
之
外
也
　
　
　
（
二
オ
1
注
）

良
士
の
休
モ
た
六
ル
カ
。
ト
ク
）
せ
む（
二
オ
6
）

隅
に
有
輸
　
　
　
　
　
（
二
ウ
6
）

拷
は
山
樗
也
〔
吾
人
注
・
勅
書
反
又

他
胡
反
〕
　
　
　
（
三
オ
2
注
）

．
紐
（
上
）
桔
也
〔
書
入
注
・
於
力
反
〕

（
三
オ
2
注
）

環
契
之
外
〔
此
一
契
字
音
岳
〕

休
休
〔
許
姑
反
欒
遺
之
心
〕

有
棉
〔
以
朱
反
〕

山
棺
〔
勅
書
反
又
他
胡
反
〕
．

楷
也
〔
於
力
反
〕



弗
鼓
弗
考
　
　
　
　
　
（
三
オ
4
）

山
に
有
漆
。
〔
容
入
注
・
音
七
〕

（
三
オ
5
）

以
て
封
す
沃
宅
〔
哲
人
注
・
島
毒
反
〕

（

≡

ウ

3

）

数
瘍
之
水
、
〔
書
入
注
・
経
歴
反
〕

波
－
托
湖
疾
し
。

反
〕

繍
齢
を

（
三
ウ
6
注
）

〔
召
人
注
・
吐
端

（
三
ウ
6
注
）

（
三
ウ
7
注
）

従
ひ
子
に
千
に
寓

反
〕

白
石
郊
モ
た
り

〔
宙
入
注
・
戸
毒

（
四
オ
3
）

（
四
オ
5
）

貌
佼
好
な
る
也
　
　
　
（
四
ウ
5
注
）

薪
窮
の
〔
書
入
注
・
楚
供
反
〕

（
五
オ
7
注
）

其
菓
菅
～
た
り
　
　
　
　
（
六
ウ
7
）

追
走
〔
書
入
注
・
側
伯
反
〕
（
八
オ
6
注
）

則
罷
倦
め
り
〔
雷
入
注
・
音
皮
〕

（
八
ウ
1
注
）

弗
鼓
〔
如
字
本
或
作
準
非
〕

有
漆
〔
音
七
木
名
〕

封
沃
〔
烏
毒
反
邑
名
餌
曲
沃
〕

数
揚
〔
経
歴
反
〕

淵
疾
〔
吐
琉
反
〕

甜
〔
音
秀
衆
家
中
毛
並
依
字
下
文
同

郷
改
馬
宵
〕

蹄
〔
音
甫
〕

鵠
〔
戸
毒
反
曲
沃
邑
也
〕

鑑
鵜
〔
刊
新
反
清
徹
也
本
又
作
硫

同
〕

佼
好
〔
古
卯
反
〕

薪
釣
〔
楚
供
反
説
文
云
窮
刈
草
也
象

萄
東
軍
之
形
〕

菅
背
〔
本
又
作
寄
同
子
零
反
毛
某
盛

也
鄭
希
少
貌
〕

迫
蓬
〔
側
首
反
〕

罷
倦
〔
音
皮
〕

こ
れ
ら
は
通
志
堂
本
毛
詩
釈
文
に
お
け
る
増
補
と
見
る
よ
り
も
、
毛
詩
唐
風

平
安
中
期
点
が
利
用
し
た
原
初
形
毛
詩
釈
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
何
等
か
の

理
由
で
戸
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
（
C
）
類
の
中
に
経
典
釈
文
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
入
れ
音
注
が
多

数
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
（
A
）
　
（
B
）
　
（
C
）
各
煩
の
割
合
を
本
資
料
と
古
文
尚

書
平
安
中
期
点
と
で
比
較
す
る
な
ら
ば
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
声

点
・
点
発
よ
り
も
本
資
料
の
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
た
字
句
と
経
典
釈
文
と
の

関
係
が
密
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
・
毛
詩
唐
風
平

安
中
期
点
の
各
々
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
に
つ
い
て
通
志
望
本
経
典
釈
文
と
比

（11）

較
さ
れ
た
沼
本
克
明
博
士
の
比
較
表
を
見
て
も
、
本
資
料
の
方
が
通
志
望
本
経

典
釈
文
に
、
よ
り
一
致
す
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
古
文
尚
書
平
安

中
期
点
と
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
と
で
利
用
し
た
経
典
釈
文
の
素
姓
が
異
な
っ

て
い
た
た
め
か
、
或
い
は
同
じ
原
初
形
経
典
釈
文
を
利
用
し
て
い
た
と
す
る
な

ら
ば
、
原
初
形
経
典
釈
文
か
ら
宋
刊
本
系
の
経
典
釈
文
へ
の
改
変
の
様
子
が
各

釈
文
毎
に
異
な
っ
て
お
り
、
尚
書
釈
文
の
改
変
に
比
し
て
毛
詩
釈
文
の
改
変
が

少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三

本
節
で
は
声
点
に
注
目
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
経
典
釈
文
に

お
け
る
注
記
の
う
ち
、
声
点
と
関
係
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
音
注
で
あ

る
。
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
声
点
も
経
典
釈
文
の
音
注
と
関
係
を
有

し
た
。
木
資
料
に
お
け
る
声
点
の
有
無
と
経
典
釈
文
の
音
注
の
有
無
と
の
対
応

関
係
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
A
）
経
典
釈
文
に
音
注
が
あ
り
、
声
点
が
あ
る
も
の
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一
三
五
例
（
八
四
・
四
％
）

（
B
）
経
典
釈
文
に
音
注
が
な
く
、
声
点
が
あ
る
も
の

四
例
（
二
・
五
％
）

（
C
）
経
典
釈
文
に
音
注
が
あ
り
、
声
点
が
な
い
も
の二
一
例
（
二
二
・
一
％
）

以
下
（
A
）
類
の
用
例
を
掲
げ
る
。

61718

1

1
　
膏
の
倍
等
）
公
也
　
　
（
一
オ
2
）

2
　
不
．
中
（
去
）
礼
に
。
　
　
（
一
オ
2
）

3
　
白
虎
整
．
（
入
）
せ
か
。
と
を
也（

一

オ

3

）

4
　
吏
深
、
．
思
（
去
）
遠
、
（
一
オ
4
）

5
　
憂
深
．
思
（
去
）
遠
　
（
一
オ
5
注
）

7
6
　
輿
（
入
）
拝
．
（
入
）
　
　
（
一
オ
7
）

8
　
歳
牽
．
（
入
）
に
〔
喜
入
注
・
允
楕
反
〕

（

一

オ

7

）

15141312　　1110　9

共
．
蕃
（
去
）
ク
れ
な
ひ
。
（
一
オ
7
）

共
．
除
（
去
）
の
（
ソ
キ
）
な
む
（
一
ウ
1
）

轄
膵
は
．
蛮
（
上
）
也
　
〔
書
入
注
・
倶

勇
反
〕
　
　
　
　
（
一
ウ
1
注
）

．
除
（
去
）
去
也
．
　
（
一
ウ
1
注
）

可
以
て
日
栄
．
（
入
）
す
（
一
ウ
2
注
）

不
は
自
整
．
（
入
）
（
反
）
　
（
一
ウ
2
注
）

不
．
複
（
去
）
暇
弟
せ
之
。

倍
公
〔
許
其
反
史
記
作
鑑
侯
〕

不
中
〔
丁
仲
反
〕

庭
契
〔
晋
洛
下
皆
同
〕

思
遠
〔
息
嗣
反
注
同
〕

4
ニ
同
ジ

雌
拝
〔
上
音
悉
下
所
律
反
轄
蛭
恭
也

説
文
庫
作
蟹
〕
＜
一
オ
2
冒
頭
二

対
応
＞

歳
章
〔
允
楕
反
遂
也
〕

英
美
〔
音
碁
〕

其
除
〔
直
慮
反
去
也
注
同
〕

泰
也
〔
倶
勇
反
沈
又
九
共
反
趨
祐
也

一
名
轄
蜘
〕

1
0
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

不
復
〔
扶
又
反
〕

313029　28　2726　2524　2322　　212019
2333

（
一
ウ
2
注
）

．
復
（
去
）
命
て
農
夫
針
（
一
ウ
2
注
）

無
れ
巳
．
太
（
去
）
康
に
（
ノ
シ
ム
）
。
と
。

（

一

ウ

3

）

職
と
し
て
思
へ
共
．
屈
．
（
平
．
5

（

一

ウ

3

）

康
契
．
（
入
）
也
　
　
（
一
ウ
3
注
）

推
賞
白
黒
．
（
入
）
、
（
一
ウ
4
注
）

無
れ
甚
大
契
．
（
入
）
。
と
。（
一
ウ
4
注
）

．
好
（
壬
こ
と
契
．
（
入
）
・
ぞ
荒
れ
荒
な
る
。
と

（

一

ウ

5

）

良
士
の
．
組
（
去
）
．
モ
（
去
）
た
る
（
力
。
ト

ク

）

せ

む

　

　

　

　

　

（

一

ウ

5

）

君
之
．
好
（
去
）
。
と
契
．
（
入
）
を

（
一
ウ
6
注
）

今
我
不
は
整
．
（
入
）
（
反
）
ま
（
一
ウ
7
）

。
好
（
去
）
。
と
契
．
（
入
）
を
　
（
二
オ
2
）

良
士
の
．
距
（
去
）
モ
た
る
（
力
。
ト
ク
）
芸

〔
書
入
注
・
供
衛
反
〕（
二
オ
2
）

今
我
不
は
契
．
（
入
）
（
反
し
　
（
二
オ
4
）

日
月
其
惜
…
立
）
す
（
キ
）
な
む
　
〔
雷
入
注

・
吐
刀
反
〕
　
　
　
（
二
オ
4
）

1
5
ニ
同
ジ

大
康
〔
青
春
徐
勅
佐
反
下
同
〕

其
店
〔
義
如
字
協
観
音
接
〕

3
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

3
：
同
ジ

好
整
〔
呼
報
反
下
同
〕

3
ニ
同
ジ

粗
相
〔
倶
具
反
照
祀
義
〕

2
2
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

3
こ
同
ジ

2
2
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

既
駁
〔
倶
街
反
動
而
放
於
事
也
〕
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其
惰
〔
吐
刀
反
過
也
〕



50　　49　4847　　46　　45　4443　4241403938　　3736　353452　51

．
好
（
去
）
。
と
契
．
（
入
）
を
、
（
二
オ
6
）

整
．
（
入
）
道
を
之
心
也
（
二
オ
6
注
）

山
有
椙
等
）
〔
書
入
注
・
本
或
作

荒
島
侠
反
〕
　
　
　
　
（
二
ウ
1
）

以
て
白
黒
．
（
入
）
。
と
　
（
二
ウ
3
）

有
と
も
朝
等
）
．
庭
（
去
）
（
二
ウ
2
）

不
能
．
洒
（
去
）
．
掃
（
去
）
。
と
。
〔
吾

人
注
・
所
榊
反
〕
　
　
（
二
ウ
3
）

福
等
）
芸
．
（
入
）
也
〔
書
入
注
・
田
節

反
沈
又
直
梨
反
〕
　
（
二
ウ
6
注
）

弗
．
曳
（
去
）
〔
書
入
江
・
以
世
反
〕

（
二
ウ
7
）

弗
婁
C
平
）
。
〔
哲
人
注
・
力
供
反
〕

（
二
ウ
7
）

婁
い
平
）
は
亦
．
曳
（
去
）
也（
三
オ
1
注
）

．
宛
（
上
）
と
し
て
其
死
な
む
央
　
〔
書
入
注

・
於
阪
反
〕
　
　
　
　
（
三
オ
1
）

他
人
走
れ
愉
写
）
ま
む
　
〔
吾
人
注
・

毛
以
朱
反
鄭
作
倫
他
供
反
〕
（
三
オ
1
）

愉
等
）
無
也
　
　
　
（
三
オ
2
注
）

山
－
。
有
．
拷
（
上
）
。
〔
召
人
注
・
音

2
2
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

3
ニ
同
ジ

山
有
福
〔
本
或
作
京
島
侯
反
董
也
〕

自
欒
〔
音
洛
下
及
注
同
〕

有
朝
〔
直
通
反
〕

廷
〔
徒
侯
反
〕

洒
〔
所
悌
反
沈
所
存
反
下
同
〕

相
〔
蘇
報
反
本
又
作
掃
下
同
〕

3
7
ニ
同
ジ

董
〔
田
節
反
沈
又
直
賛
反
〕

弗
曳
〔
以
世
反
〕

弗
攻
〔
力
倶
反
婁
亦
曳
也
馬
云
牽

也
〕
4
6
：
同
ジ

4
5
ニ
同
ジ

宛
〔
於
阪
反
本
亦
作
苑
死
貌
〕

是
愉
〔
毛
以
朱
反
整
也
鄭
作
倫
他
侯

反
取
也
〕

5
0
ニ
同
ジ

有
拷
〔
音
考
山
樗
〕

626160　　　59　　　58　57　　　56　55　54
3646566676

86

考
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
三
オ
2
）

鴨
に
有
．
紐
（
上
）
〔
書
入
注
・
女
九

反
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
≡
オ
2
）

．
紐
（
上
）
穏
也
　
　
（
三
オ
2
注
）

子
有
．
庭
（
去
）
内
。
　
（
三
オ
3
）

酒
．
滞
（
上
）
也
　
〔
書
入
江
・
色
蟹

反
又
所
綺
反
〕
　
　
（
三
オ
4
注
）

琴
恋
不
．
離
（
去
）
　
（
三
オ
6
江
）

且
、
以
て
喜
契
．
（
入
）
せ
い
。（
三
オ
6
）

白
石
望
．
（
入
）
～
∴
ド
ゥ
　
〔
書
入
注
・

子
洛
反
〕
　
　
　
　
　
（
三
ウ
5
）

・
洗
（
上
）
・
去
（
上
）
て
・
垢
（
上
）
濁
針
）
〔
吾

人
注
・
蘇
礼
反
又
蘇
典
反
〕

（
三
ウ
6
注
）

陵
の
（
ソ
キ
）
て
民
の
所
を
．
悪
転

（
三
ウ
6
注
）

素
衣
朱
糎
．
（
入
）
し
て
〔
吾
人
注
・
音

博
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
三
ウ
7
）

．
甜
（
去
）
は
常
男
宵
写
）
に
。
（
四
オ
1
注
）

丹
朱
を
為
す
．
純
（
去
）
に
也
（
四
オ
1
注
）

云
に
何
な
そ
不
ひ
架
。
（
入
）
た
（
ノ
シ
）
は

有
紐
〔
女
久
反
樟
也
〕

5
3
ニ
同
ジ

廷
内
〔
音
廃
又
徒
侯
反
し

滞
也
〔
色
離
反
又
所
綺
反
〕

不
離
〔
力
智
反
〕

3
8
ニ
同
ジ

聖
霊
〔
子
洛
反
〕

洗
〔
蘇
祀
反
又
蘇
典
反
〕

去
〔
菟
呂
反
〕

垢
濁
〔
古
口
反
〕

所
悪
〔
島
路
反
又
如
字
〕

裸
〔
青
侍
領
也
字
林
方
沃
反
〕

訪
〔
音
秀
衆
家
中
毛
並
依
字
下
文
同

郷
改
馬
宵
〕

爵
宵
〔
音
的
木
亦
作
的
〕

焉
純
〔
眞
允
反
又
眞
順
反
〕

不
整
〔
音
洛
〕
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6975　7473　727170

（
四
オ
2
）

白
石
．
胎
（
上
）
と
こ
に
。
〔
古
人
注
・

古
老
友
〕
　
　
　
　
　
（
四
オ
3
）

汚
職
・
（
入
）
加
也
　
（
四
オ
晶
）

若
等
）
．
街
（
上
）
盛
大
に
（
シ
）
テ
　
〔
書

入
注
・
音
焼
〕
　
　
　
（
四
ウ
2
）

審
（
鳶
．
術
（
上
）
し
て
盈
ッ
升
に
（
四
ウ
3
）

一
株
㌣
）
之
貿
　
　
（
四
ウ
3
注
）

7
6
　
モ
（
朋
）
．
比
（
去
）
也
（
四
ウ
5
注
）

7
7
　
椒
聯
且
い
平
）
　
〔
書
入
江
・
千
絵
反

85　　　84　8382　81　　8079　78

下
同
〕
　
　
　
　
　
（
四
ウ
6
）

遠
伏
し
且
等
）
　
　
　
（
四
ウ
6
）

若
．
桁
（
上
）
て
盈
菊
．
（
入
）
に
　
〔
書
入

注
・
本
又
作
掬
九
六
反
〕（
四
ウ
7
）

雨
の
手
を
日
菊
．
（
入
）
（
四
ウ
7
注
）

飼
い
平
）
招
㍗
）
は
　
〔
書
入
注
・
上
直

留
反
・
忘
侯
反
〕
　
　
（
五
オ
4
）

三
星
は
参
笥
）
也
〔
哲
人
注
・
所
金

反
〕
　
　
　
　
　
（
五
オ
6
注
）

謂
始
て
．
見
（
去
）
を
東
方
に
。

胎
胎
〔
古
老
反
泡
自
也
〕

徹
也
〔
直
列
反
或
作
撤
誤
〕

其
蕃
〔
音
煩
〕

街
〔
延
善
反
〕

7
1
こ
同
ジ

7
2
ニ
同
ジ

一
抹
〔
音
求
又
其
菊
反
何
音
掬
沈
居

局
反
〕

朋
比
〔
王
㍍
孫
琉
申
毛
必
履
反
謂
無

比
例
也
三
日
必
二
反
鄭
云
不
朋
裳

則
申
毛
作
眈
至
反
〕

柳
且
〔
子
供
反
下
同
〕

7
7
ニ
同
ジ

7
2
ニ
同
ジ

飼
〔
本
又
作
掬
九
六
反
両
手
日
鋼
〕

8
0
ニ
同
ジ

拍
搭
〔
上
直
留
反
下
亡
侯
反
網
膠
猶

叫
㌫
郡
也
〕

参
也
〔
所
金
反
〕

姶
見
〔
賢
遍
反
下
不
見
見
於
東
同
〕

687888980919

（
五
オ
6
注
）

焉
た
り
二
月
之
合
．
宿
（
去
）
。

（
五
ウ
1
注
）

火
星
不
る
は
．
見
（
去
）
（
反
）
（
五
ウ
1
注
）

．
見
（
去
）
於
東
方
央
（
五
ウ
2
注
）

。
後
（
去
）
た
り
陰
陽
交
合
之
月
に
。

（
五
ウ
5
注
）

見
み
る
此
の
。
解
（
夫
）
。
観
（
去
）
を

（
五
ウ
7
）

01　100　　　99　　　98　9796　9594　9392

。
解
（
芸
。
椒
（
去
）
は
（
五
ウ
7
注
）

．
解
（
上
）
説
．
（
入
）
之
貌
〔
書
入
注
・

音
鮪
〕
　
　
　
　
（
五
ウ
7
注
）

此
の
．
解
（
去
）
．
椒
（
去
）
（
六
オ
1
）

正
月
の
中
に
直
．
（
入
）
戸
に
也（六
オ
2
）

見
み
る
此
の
．
粂
（
去
）
－
者
を
　
〔
悪
人

注
・
釆
且
反
〕
　
　
　
（
六
オ
3
）

．
扶
（
去
）
杜
は
刺
時
を
也
〔
哲
人
注
・

徒
細
反
〕
　
　
　
　
（
六
オ
6
）

所
ラ
レ
（
ム
ト
）
．
井
（
去
）
　
〔
書
入
江
・

合
宿
〔
音
秀
〕

8
5
ニ
同
ジ

8
5
ニ
同
ジ

後
陰
〔
戸
豆
反
〕

遊
〔
本
亦
作
解
戸
悌
反
；
旦
戸
僅
反
〕

椒
〔
本
又
作
造
同
胡
豆
反
；
旦
戸
背

反
遊
観
解
説
也
韓
詩
云
避
観
不
固

之
貌
〕

9
0
ニ
同
ジ

9
1
ニ
同
ジ

解
〔
音
蟹
〕

説
〔
音
悦
〕

9
0
ニ
同
ジ

9
1
ニ
同
ジ

正
戸
〔
音
伯
又
如
字
〕

梨
老
〔
采
且
反
三
女
烏
楽
字
林
作

宴
〕

秩
杜
〔
徒
細
反
特
貌
本
或
作
英
次
字

非
也
下
篇
同
杜
赤
共
木
〕

所
井
〔
必
政
反
〕
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必
正
反
〕
　
　
　
　
　
（
六
オ
7
）

英
美
．
滑
（
上
）
モ
た
り
　
〔
書
入
注
・

私
叙
反
〕
　
　
　
　
　
（
六
ウ
1
）

．
甫
（
上
）
七
は
支
葉
の
（
六
ウ
1
注
）

不
も
そ
相
ま
（
。
ト
ニ
）
。
比
（
去
）
近
を
せ

也
　
　
　
　
　
　
（
六
ウ
2
注
）

覇
行
て
．
楕
（
上
）
と
た
り
。
〔
書
入
江

・
供
轟
反
〕
　
　
　
（
六
ウ
2
）

。
遠
（
去
）
て
其
宗
族
㌘
（
六
ウ
3
注
）

胡
な
そ
不
る
。
比
（
去
）
だ
（
ス
ケ
）
焉
（
六
ウ
4
）

。
比
（
去
）
輔
也
　
　
（
六
ウ
5
注
）

胡
な
そ
不
る
．
軟
（
去
）
焉
〔
書
入
注
・

七
利
反
〕
　
　
　
　
（
六
ウ
6
）

胡
な
そ
不
る
．
比
（
去
）
に
（
ス
ケ
）
焉
（
七
オ
2
）

窯
嚢
豹
の
．
社
…
平
．
去
）
（
ソ
）
て
せ
り
。

（
七
オ
7
）

白
。
と
我
か
人
を
．
居
等
．
寅
）
モ
た
り

（
七
オ
7
）

不
る
和
親
。
比
（
去
）
せ
之
貌
也

（
七
ウ
1
注
）

有
て
．
惇
（
去
）
悪
之
心
（
反
）
〔
喜
入
注

・
補
封
反
〕
　
　
（
七
ウ
2
注
）

美
袋
豹
の
．
貢
（
去
）
せ
り
。
〔
書
入
注

沼
野
〔
私
叙
反
不
相
比
次
也
〕

1
0
2
ニ
同
ジ

相
此
〔
批
志
反
下
文
及
注
同
〕

精
精
〔
倶
再
反
無
所
親
〕

遠
其
〔
千
万
反
〕

間
二
同
ジ

m
ニ
同
ジ

不
快
〔
七
利
反
助
也
〕

m
こ
同
ジ

豹
社
〔
起
居
反
又
丘
披
反
故
末
也
〕

居
屈
〔
如
字
又
音
按
懐
悪
不
相
親
比

之
貌
〕

親
比
〔
耽
志
反
〕

有
惇
〔
補
封
反
〕

豹
真
〔
徐
救
反
本
又
作
褒
同
〕

119113117臓P
J

・
徐
救
反
〕
　
　
　
（
七
ウ
4
）

白
。
と
我
か
人
を
。
究
（
去
）
～
∴
ド
。
〔
書

入
注
・
九
又
反
〕
　
（
七
ウ
4
）

惟
れ
子
之
か
。
好
（
去
）
　
（
七
ウ
5
）

愛
。
好
（
去
）
之
也
　
（
七
ウ
6
注
）

．
鴎
（
上
）
羽
は
刺
時
を
也
〔
古
人
注
・

音
保
〕
　
　
　
　
　
（
八
オ
1
）

従
て
政
等
役
針
　
（
八
オ
2
）

不
待
。
養
（
去
）
。
と
其
父
母
を
。

（
八
オ
2
）

老
侯
郡
．
（
入
）
侯
也
〔
書
入
注
・
五

各
反
〕
　
　
　
　
（
八
オ
3
注
）

集
る
千
に
奄
い
鳶
相
（
上
）
〔
吾
人
注
・

補
交
反
・
況
羽
反
〕
　
（
八
オ
4
）

竃
．
択
（
上
）
也
　
〔
古
人
注
・
潰
・

之
忍
反
〕
　
　
　
（
八
オ
4
注
）

相
，
抒
（
上
）
也
　
〔
古
人
注
・
食
汝

反
〕
　
　
　
　
　
（
八
オ
5
注
）

屈
安
平
之
。
虚
（
去
）
に
。（
八
オ
5
注
）

迫
蓬
．
梱
（
上
）
．
致
（
去
）
な
る
そ
也
〔
書

入
注
・
苦
本
反
〕
　
（
八
オ
6
注
）

王
事
靡
し
．
盈
（
上
）
。
と
。
〔
古
人
注

・
音
古
〕
　
　
　
　
（
八
オ
6
）

．
薮
（
去
）
。
と
黍
租
を
。
（
八
オ
6
）

究
究
〔
九
又
反
爾
雅
云
店
居
究
究
悪

也
〕

之
好
〔
呼
斡
反
注
同
〕

m
ニ
同
ジ

鴇
〔
音
保
鴇
似
贋
而
大
無
後
址
性
不

樹
止
〕

政
役
〔
音
征
茄
内
注
同
〕

養
其
〔
羊
亮
反
〕

顎
侠
〔
五
各
反
〕

千
石
〔
補
交
反
税
也
〕

杓
〔
況
轟
反
抒
木
也
〕

釈
也
〔
本
又
作
損
之
忍
反
何
之
人
反

沈
音
田
又
音
振
贋
雅
云
概
也
〕

抒
也
〔
食
汝
反
徐
治
興
反
〕

之
庭
〔
昌
慮
反
〕

相
〔
戸
本
反
〕

致
〔
再
任
反
下
同
〕

靡
踵
〔
音
古
〕

筑
〔
魚
世
反
〕
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1
3
2
　
父
母
何
な
（
言
）
か
．
怯
（
上
）
（
タ
）
の
（
マ
）

む
〔
書
入
江
・
音
戸
〕
　
（
八
オ
7
）

1
3
3
　
前
七
に
も
鴇
行
等
）
　
〔
書
入
注
・
戸

郎
反
〕
　
　
　
　
　
　
（
八
ウ
5
）

1
2
1
　
行
等
）
翻
．
（
入
）
也
　
〔
喜
入
注
・
戸

1
2
5
　
革
反
〕
　
　
　
（
八
ウ
5
琶

何
佑
〔
音
戸
侍
也
〕

鴇
行
〔
戸
郎
反
〕

1
2
3
ニ
同
ジ

抑
也
〔
戸
革
反
爾
雅
云
羽
本
謂
之
翻
〕

（
B
）
訳
は
前
節
に
掲
げ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

（
C
）
顆
は
前
節
に
掲
げ
た
も
の
の
他
、
次
の
例
が
あ
る
。

覇
行
て
発
モ
た
り
。
〔
書
入
注
・
求
皆

反
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
七
オ
1
）

不
こ
と
を
他
其
民
也
〔
書
入
注
・
苛
律

反
〕
　
　
　
　
　
　
（
七
オ
5
）

設
蓑
〔
本
亦
作
男
又
作
究
求
螢
反
無

所
依
也
〕

不
邸
〔
本
亦
作
他
苛
律
反
を
也
〕

こ
の
調
査
結
果
よ
り
、
本
資
料
に
お
け
る
声
点
は
大
旨
経
典
釈
文
に
音
注
が

存
す
る
漢
字
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
経

典
釈
文
に
音
注
を
有
す
る
洪
字
の
総
て
に
差
声
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
経
典
釈

文
に
音
注
が
存
し
て
も
声
点
が
施
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
（
C
）

煩
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
体
の
一
割
程
度
の
少
数
で
あ
る
。

沼
本
克
明
博
士
は
本
資
料
の
声
点
を
調
査
さ
れ
、
本
資
料
の
声
調
体
系
に
つ

い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
御
説
と
本
資
料
の
声
点
が
経
典
釈
文
に
音
注
を
有
す

る
洪
字
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
関
係
に
な
る
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
少
々
長
く
な
る
が
博
士
の
御
著
書
よ
り

（12）

引
用
す
る
。
右
（
声
点
の
位
置
別
に
用
例
を
掲
げ
た
表
・
引
用
者
）
を
改
め
て
広
韻
と

の
比
校
表
に
し
て
示
し
て
み
る
と
上
の
よ
う
に
な
る
（
表
省
略
・
引
用
者
）
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
本
資
料
の
声
調
体
系
が
、
A
l
平
声
、
B
－
上
声
、
C
－

去
声
、
D
－
入
声
の
四
声
調
を
区
別
す
る
四
声
体
系
で
加
点
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
切
韻
系
の
声
調
体
系
と
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
正
し
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

広
韻
に
対
す
る
異
例
が
六
例
存
す
る
が
、
こ
の
中
「
居
（
広
韻
平
戸
）
」

の
去
声
、
「
裾
（
広
韻
平
声
）
」
の
去
声
は
、
明
ら
か
に
、
音
読
の
典
拠
と
さ

れ
た
「
経
典
釈
文
」
の
音
注
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
典
釈

文
に
は
「
共
眉
墨
鮮
協
」
と
有
り
、
「
拠
」
は
広
韻
去
声
で
あ
り
、
「
豹
裾
票

鵠
聖
と
有
り
、
「
居
」
は
広
胡
平
声
、
「
拠
」
は
広
親
去
声
で
あ
る
。
こ
の

二
例
共
に
、
本
文
で
は
「
二
．
屈
．
こ
　
「
二
．
裾
．
こ
の
如
く
数
字
「
こ

「
二
」
と
共
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
「
先
後
の
注
記
」

と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
こ
の
二
声
調
が
訓
読
に
お
い
て
認
め
得
る

こ
と
を
示
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
広
机
と
同
じ
平
声
が
優
先
さ

れ
、
経
典
釈
文
に
有
る
去
声
が
次
善
の
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え

る
事
が
で
き
る
。

「
純
（
広
翔
平
・
上
声
）
」
の
去
声
、
「
政
（
広
韻
去
声
）
」
の
平
声
も
ま
た
、

経
典
釈
文
に
ょ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
経
典
釈
文
に
は
「
爵
純
欝
望
」
と

有
り
「
允
」
は
広
親
上
声
、
「
順
」
は
広
路
去
声
で
あ
り
、
「
政
役
競
聖
と

有
り
「
征
」
は
広
勒
平
声
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
音
注
か
ら
、
広
韻
に
存
在
し

な
い
去
声
お
よ
び
平
声
は
出
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
多
（
広
韻
平
声
）
」
の
上
声
、
「
義
（
広
韻
平
声
）
」
の
去
声
ほ
そ
の
出

現
の
理
由
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、

川
毛
詩
平
安
中
期
点
は
四
声
体
系
で
あ
る
こ
と
。

は
切
瑚
系
親
書
の
声
調
に
対
し
て
若
干
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
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日
本
漢
音
の
祖
系
音
と
切
和
音
と
の
ず
れ
（
「
多
」
「
五
」
の
如
き
も
の

を
考
え
る
）
と
い
う
問
題
の
他
に
、
「
経
典
釈
文
」
の
音
注
に
よ
る
人

為
的
音
（
知
識
音
）
が
導
入
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と

聞
日
本
漢
音
の
声
調
体
系
と
し
て
主
流
で
あ
っ
た
六
声
体
系
で
は
、
大
旨

上
声
全
濁
字
は
去
声
に
移
行
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
が
、
四
声
体
系

で
は
か
よ
う
な
現
象
は
な
く
、
上
声
全
絢
字
（
垢
・
解
・
抒
・
惜
）
は

切
甜
系
の
ま
ま
に
上
声
を
保
っ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

右
の
引
用
の
中
で
沼
木
博
士
が
例
外
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
「
多
」
　
「
玄
」
は

そ
れ
ぞ
れ
、

○
今
其
子
孫
衆
多
に
（
シ
）
て
也
（
反
）

〇
千
分
と
者
は
暖
互
を
也

の
よ
う
に
前
者
は
ヲ
コ
ト
点
「
に
」
、
後
者
は
ヲ
コ
ト
点
「
を
」
と
読
む
べ
き

か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
「
也
」
字
左
下
の
返
点
兼
用
の
ヲ
コ
ト
点

「
て
」
を
生
か
し
「
に
（
シ
）
て
」
の
読
み
と
な
り
、
後
者
は
「
鼓
」
字
右
俳

の
角
筆
仮
名
「
レ
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
朱
点
で
も
「
（
コ
レ
）
を
」
と
読
む

の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
例
外
で
あ
っ
た
二
例
が
処
理
で
き
、
結
論
は

の
中
で
述
べ
ら
れ
た
、
日
本
漢
音
の
祖
系
音
と
切
訊
音
と
の
ず
れ
と
い
う
問
題

は
解
消
さ
れ
て
博
士
の
御
説
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
資
料
に
お
け
る
声
点
が
大
旨
経
典
釈
文

に
普
注
を
有
す
る
洪
字
に
施
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
経
典
釈
文
の

音
注
に
即
し
て
、
切
韻
系
韻
書
の
四
声
体
系
を
も
っ
て
差
声
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
博
士
の
結
論
細
の
よ
う
に
、
切

胡
系
親
書
と
声
調
の
異
な
る
声
点
を
施
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
部
分
的
に
経

典
釈
文
の
音
注
に
よ
る
人
為
的
音
が
導
入
さ
れ
た
と
は
解
釈
で
き
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
経
典
釈
文
の
昔
注
を
広
籾
に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
（13）

出
さ
れ
る
声
調
は
総
て
木
資
料
の
声
点
が
示
す
声
調
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
芦
点
も
経
典
釈
文
の
音
江
に
即
し
て
差
点
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
経
典
釈
文
と
い
う
同
一
の
註
釈
書
の
音
注
に
即

し
て
い
な
が
ら
も
、
一
方
は
五
戸
体
系
、
一
方
は
四
声
体
系
と
い
う
異
な
っ
た

声
調
体
系
で
差
声
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
資
料
に
は
朱
筆
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
の
他
に
角
筆
に
よ
る

（14）

仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
と
斜
線
「
＼
」
の
形
で
声
点
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
次
に

こ
の
角
筆
の
声
点
に
つ
い
て
少
々
見
て
お
き
た
い
。

小
林
芳
規
先
生
に
御
貸
与
頂
い
た
移
点
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
角
筆
の

声
点
は
次
の
十
五
例
で
あ
る
（
印
刷
の
都
合
上
声
点
は
・
で
あ
ら
わ
す
）
。

◎
．
掃
（
去
）
バ
ラ
（
フ
）

○
財
．
貨
（
去
）

㊥
愉
契
．
（
入
）
　
也

○
芥
い
平
）
香

○
無
崩
（
朋
）
い
平
）

○
庶
博
．
（
入
）
な
る

◎
細
笥
）
綾
ヒ

○
紐
等
綿
也

㊥
．
粂
（
去
）
－
著

◎
．
比
（
去
）
．
輔
（
去
）
也

〇
．
比
（
去
）
．
輔
（
去
）
也

〇
．
困
（
去
）
苦

◎
．
究
（
去
）
と

◎
貢
猶
社
㍗
）
也

（
二
ウ
3
）

（
二
ウ
6
注
）

（
三
オ
2
）

（
四
ウ
3
注
）

（
四
ウ
5
）

（
四
ウ
6
注
）

（
五
オ
4
）

（
五
オ
6
注
）

（
六
オ
3
）

（
六
ウ
5
注
）

（
六
ウ
5
注
）

（
七
ウ
2
注
）

（
七
ウ
4
）

（
七
ウ
4
注
）
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◎
孝
侯
郡
．
（
入
）
侯
也
　
　
　
　
（
八
オ
3
注
）

（15）

こ
の
他
に
石
塚
氏
に
よ
る
と
次
掲
の
十
六
例
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

◎
不
労
．
（
入
）

◎
自
整
．
（
入
）
。
と

◎
有
．
拷
（
去
）

◎
有
．
紐
（
去
）
＜
存
疑
＞

◎
洗
去
．
垢
（
去
）
濁
＜
存
疑
＞

（
二
オ
4
）

（
二
ウ
3
）

（
三
オ
2
）

（
三
オ
2
）

（
三
ウ
6
注
）

◎
描
写
）
．
翻
（
上
）

㊥
庸
い
票
㌧
野
上
）

◎
朱
甜
写
）
て

㊥
番
い
平
）
街
ユ

○
椒
い
平
）
聯

◎
．
欽
（
去
）
シ
助
也

◎
発
て
）
ケ
七
に
（
リ
）

◎
．
惇
（
去
）
悪

○
君
子
．
下
（
夫
）

◎
髄
等
）
倦

◎
行
前
．
（
入
）
也

こ
の
う
ち
存
疑
と
し
た

（
三
ウ
7
注
）

（
三
ウ
7
注
）

（
四
オ
3
）

（
四
ウ
2
）

（
四
ウ
3
注
）

（
六
ウ
6
注
）

（
七
オ
1
）

（
七
ウ
2
注
）

（
八
オ
2
）

（
八
ウ
1
注
）

（
八
ウ
5
注
）

「
栂
」
字
は
石
塚
氏
の
釈
文
で
は
上
声
の
位
位
に
斜
線

が
あ
り
（
去
）
と
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
誤
植
で
あ
り
、
上
戸
が
正

し
い
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
「
垢
」
字
の
去
声
に
つ
い
て
は
去
声
の
位
置
に
斜
線

（16）

の
み
存
す
る
。
今
は
こ
れ
を
去
声
点
と
見
倣
す
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
角
筆
の
戸
点
が
施
さ
れ
た
漢
字
が
経
典
釈
文
に
音
注
と
と
も
に
記
載

さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
、
右
抱
◎
を
施
し
た
二
十
二
例
が
経
典
釈
文

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
○
を
施
し
た
九
例
は
経
典
釈
文
に
記
敬
さ
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
数
か
ら
言
え
ば
角
筆
の
声
点
も
経
典
釈
文
の
音
注
に
拠
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
が
、
経
典
釈
文
に
記
載
さ
れ
な
い
九
例
は
朱
声
点
の
場
合
よ
り

多
く
、
問
題
が
残
る
。

声
調
そ
れ
自
体
を
見
る
と
、
「
拷
（
角
筆
去
声
）
」
「
甜
（
角
筆
平
声
）
」
「
垢

（
角
筆
去
声
）
」
の
問
題
と
な
る
例
が
あ
る
。
「
拷
」
は
朱
芦
点
が
上
声
に
加
点

さ
れ
て
お
り
、
「
甜
」
は
朱
声
点
で
他
の
箇
所
に
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

先
声
点
が
切
観
系
の
四
声
体
系
で
あ
る
こ
と
は
沼
本
博
士
の
御
説
の
通
り
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
切
甜
系
の
声
調
と
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
「
垢
」

は
上
声
全
濁
字
で
あ
る
が
、
朱
戸
点
で
は
切
電
系
の
ま
ま
上
声
で
あ
る
の
に
対

し
、
角
等
口
篭
は
去
声
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
所
か
ら
考
え
る
と
、
経
典
釈
文

の
音
注
に
即
し
て
機
械
的
に
切
親
系
の
四
声
体
系
で
差
声
し
た
朱
声
点
と
は
性

格
を
異
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
原
本
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
な

い
今
、
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

本
節
で
は
点
発
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
木
資
料
の
点
発
は
古
文
尚
書
平
安
中

期
点
に
お
け
る
点
発
が
双
点
・
三
点
で
あ
る
の
に
対
し
、
単
点
で
あ
る
と
い
う

形
態
上
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
機
能
は
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
と
同

様
、
経
典
釈
文
に
お
け
る
本
文
の
異
同
を
含
む
字
体
注
を
示
す
の
で
は
な
い
か

と
予
想
さ
れ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
点
発
の
有
無
と
経
典
釈
文
の
注
記
中
の
本
文
の
異
同
を
含

む
字
体
注
（
以
下
字
体
注
と
略
称
す
る
）
の
有
無
と
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

（
A
）
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
あ
り
、
点
発
が
あ
る
も
の

八
例
（
三
六
・
四
％
）
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（
B
）
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
な
く
、
点
発
が
あ
る
も
の

一
例
（
四
・
五
％
）

（
C
）
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
あ
り
、
点
発
が
な
い
も
の
一
三
例
（
五
九
・
一
％
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
存
し
て
も
点
発
が
施
さ
れ
な
い
（
C
）

類
の
数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
、
本
資
料
に
お
け
る
点
発
が
経
典
釈
文

の
字
体
注
と
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
外
的
な
（
B
）
叛
を
除
い
て

（
A
）
煩
と
（
C
）
粕
と
の
問
に
、
点
発
地
点
に
お
け
る
何
等
か
の
原
則
が
存

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
単
に
点
発
を
施
す
場
合
と
施
さ
な
い
場
合
が

あ
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
は
何
の
原
則
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
声
点
の
場

合
は
今
の
と
こ
ろ
原
則
が
見
出
せ
な
い
）
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

本
資
料
に
お
い
て
点
発
が
施
さ
れ
た
漢
字
字
体
と
経
典
釈
文
の
大
字
で
掲
出

さ
れ
た
被
注
字
字
体
、
注
記
中
字
体
と
の
関
係
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。＜
第
－
類
＞

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
被
往
事
字
体
と
が
一
致
。

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
注
記
中
字
体
と
が
不
一
致
。

＜
第
Ⅱ
類
＞

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
被
注
字
字
体
と
が
不
一
致
。

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
注
記
中
字
体
と
が
一
致
。

＜
第
Ⅲ
類
＞

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
被
注
字
字
体
と
が
不
一
致
。

○
毛
詩
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
注
記
中
字
体
と
が
不
一
致
。

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
点
発
を
調
査
し
た
時
に
は
、
右
の
よ
う
な
尚

官
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
の
被
注
字
字
体
・
注
記
中
字
体
と
の
関
係
と
、
点
発

が
施
さ
れ
る
か
否
か
と
の
問
に
明
確
な
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
の
場
合
に
は
、
点
発
が
施
さ
れ
る
か

否
か
と
い
う
（
A
）
粕
と
（
C
）
類
の
問
に
、
こ
の
字
体
の
関
係
が
介
在
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
㍉
以
下
に
（
A
）
～
（
C
）
の
各
類
を
第
I
～
Ⅲ
煩
に
分
析

し
て
掲
げ
る
。

（
A
）
煩

〇
第
－
類
（
一
例
）

膏
の
皆
等
）
公
也

〇
第
＝
類
（
五
例
）

（
一
オ
2
）
一
倍
公
〔
許
其
反
史
記
作
だ
侯
〕

不
能
．
洒
（
去
）

．
掃
（
去
）
。
と
。（

二
ウ
3
）

見

浦
徹
．
（
入
）
之
也

絹
行
て
発
と
た
り
。

（
四
オ
5
注
）

（
七
オ
1
）

不
。
と
を
他
某
氏
也
　
　
（
七
オ
5
）

見
み
る
此
の
。
解
（
毛
。
椒
（
去
）
を

°

（
五
ウ
7
）

○
第
三
難
（
二
例
）

膏
の
照
公
を
　
　
　
　
　
（
二
ウ
1
）

盈
．
菊
（
上
）
に
　
　
　
　
（
四
ウ
7
）

（
B
）
類

正
月
の
中
に
直
．
（
入
）
戸
に
也
（
六
オ
2
）

均
〔
蘇
報
反
本
又
作
樹
下
同
〕

徹
也
〔
直
列
反
或
作
徹
誤
〕

蓑
蓑
〔
本
亦
作
男
又
作
発
求
螢
反
無

所
依
也
〕

不
郎
〔
本
亦
作
他
筍
律
反
憂
也
〕

遊
〔
水
亦
作
解
戸
悌
反
一
音
戸
任

反
〕

昭
公
〔
左
侍
及
史
記
作
昭
侠
〕

釣
〔
本
又
作
拘
九
六
反
両
手
日
鋼
〕
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（
C
煩
）
○
彷
－
類
（
九
例
）

応
．
（
入
）
蹄
．
（
入
）

（

一

オ

7

）

山
右
隅
等
）

他
人
走
れ
愉
い
平
）
ま
ひ

雷
鳥
宵
等
）
に
。

見
み
る
比
の
。
解
（
去
）

（
二
ウ
1
）

（
三
オ
1
）

（
四
オ
1
注
）

。
封
（
表
）
を（

五
ウ
7
）

見
み
る
此
の
．
粂
（
去
）
－
著
を

．
枕
（
表
）
杜
は
刺
時
を
也

弗
故
弗
考

其
菓
昔
々
た
り

（
六
オ
3
）

（
六
オ
6
）

（
六
オ
4
）

（
六
ウ
4
）

〇
第
Ⅲ
兢
（
四
例
）

．
苑
（
上
）
と
し
て
其
死
な
む
央

（
≡
オ
1
）

白
石
郡
モ
た
り

窯
装
豹
の
．
莫
（
去
）
せ
り
。

苛
．
損
（
上
）
也

（
四
オ
5
）

（
七
ウ
4
）

（
八
オ
4
注
）

〔
下
欄
・
槙
・
之
忍
反
〕

雌
蜂
〔
上
音
悉
下
所
律
反
賭
炸
薬
也

説
文
膵
作
想
〕

山
右
椙
〔
本
或
作
前
島
侯
反
蔓
也
〕

是
愉
〔
毛
以
朱
反
契
也
鄭
作
倫
他
侯

反
取
也
〕

馬
宵
〔
音
階
本
亦
作
櫓
〕

掛
〔
木
又
作
造
同
胡
豆
反
一
音
戸
轟

反
遥
観
解
説
也
韓
詩
云
避
凱
不
固

之
貌
〕

梨
老
〔
采
旦
反
三
女
飼
粂
字
林
作

姿
〕

枕
杜
〔
徒
細
反
特
貌
本
或
作
夷
狭
字

非
也
下
篇
同
杜
赤
某
木
〕

弗
鼓
〔
如
字
本
或
作
整
非
〕

菅
菅
〔
本
又
作
青
同
子
零
反
毛
薫
盛

也
鄭
希
少
貌
〕

宛
〔
於
駈
反
本
亦
作
苑
死
貌
〕

滞
㌫
〔
刊
新
反
活
徹
也
本
又
作
磯
同
〕

豹
衰
〔
徐
救
反
本
又
作
褒
同
〕

摂
也
〔
本
又
作
椅
之
忍
反
何
之
人
反

沈
青
田
又
音
振
朕
雅
云
概
也
〕

（
A
）
頬
で
は
毛
詩
本
文
の
字
体
と
経
典
釈
文
の
被
注
字
字
体
と
が
一
致

し
、
注
記
巾
字
体
と
一
致
し
な
い
第
－
難
が
一
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の

道
の
第
＝
類
が
五
例
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
（
C
）
類
で
は
毛
詩
本

文
字
体
と
経
典
釈
文
披
注
字
字
体
が
不
一
致
で
あ
り
、
注
記
中
字
体
と
一
致
す

る
第
Ⅱ
頚
に
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
第
－
顎
に
は
九
例
と
多
い
。
第
Ⅲ
類
の
例
も

各
々
二
例
・
四
例
と
存
す
る
が
、
用
例
数
の
上
か
ら
見
る
と
、
（
A
）
拝
で
は

第
m
類
に
、
（
B
）
難
で
は
第
－
桝
に
用
例
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
に
お
け
る
点
発
は
、
古
文
尚
書
平

安
中
期
点
の
場
合
と
同
じ
く
、
経
典
釈
文
に
お
け
る
字
体
注
と
密
接
な
関
係
を

有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
全
体
の
用
例
数
が
少
な
い
た

め
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
に
お
け
る
点
発

は
、
毛
詩
本
文
字
体
が
経
典
釈
文
の
大
字
で
掲
出
さ
れ
る
被
注
字
字
体
と
異
な

り
、
注
記
中
の
字
体
と
一
致
す
る
第
Ⅱ
類
の
よ
う
な
場
合
に
施
さ
れ
、
毛
詩
本

文
字
体
が
経
典
釈
文
の
被
注
字
字
体
と
一
致
し
て
、
注
記
中
字
体
と
異
な
る
第

1
類
の
よ
う
な
場
合
に
は
施
さ
れ
な
い
と
い
う
傾
向
を
見
出
し
得
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

五

以
上
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
に
お
け
る
声
点
・
点
発
に
つ
い
て
経
典
釈
文

と
の
関
係
を
述
べ
て
き
た
。
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
経
典
釈
文
の
利

用
の
一
端
が
声
点
・
点
発
に
認
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
く
、
毛
詩
唐
風
平
安
中
期

点
に
お
い
て
も
経
典
釈
文
の
利
用
の
一
端
が
声
点
・
点
発
に
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。平
安
中
期
の
漢
籍
訓
点
資
料
は
多
く
を
残
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
・
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
点
に
お
い
て
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こ
の
よ
う
な
点
発
の
如
き
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
洪
書
松
雄
伝
天

（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

暦
二
年
点
・
世
説
新
書
巻
第
六
平
安
中
期
点
、
ま
た
、
角
筆
点
で
は
あ
る
が
石

（19）

山
寺
蔵
洪
縛
高
帝
紀
下
平
安
中
期
点
に
は
点
発
の
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
を

考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
点
発
の
如
き
機
能
を
有
す
る
符
号
は
、
平
安
中
期
明
経

道
の
学
問
の
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
想
像
も

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
新
見
保
秀
「
我
国
古
伝
論
語
諸
古
写
本
に
哲
人
レ
ら
れ
た
論
語
釈
文
の
性

格
と
価
値
」
（
日
本
中
国
学
会
報
第
九
集
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
）
。
同

「
我
国
論
語
諸
古
写
本
に
書
入
レ
ら
れ
た
「
論
語
釈
文
」
中
の
「
一
本
」

と
「
招
本
」
に
つ
い
て
」
（
斯
文
第
二
十
三
号
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
）
。

同
「
我
国
古
伝
論
語
古
写
本
に
書
入
ら
れ
た
論
語
釈
文
の
音
韻
学
的
性
格

と
価
値
」
（
斯
文
第
二
十
八
号
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
）
。
沼
本
克
明
「
古
文

尚
書
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て
」
　
（
国
語
学
第
七
十
八

集
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
、
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
放

て
の
研
究
』
に
再
録
）
。
同
「
中
原
本
論
語
巻
第
四
・
八
に
引
用
さ
れ
た

論
語
釈
文
の
性
格
と
論
語
訓
読
に
於
る
影
響
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
古
訓

点
資
料
第
一
』
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
、
聖
京
大
学
出
版
会
）
。

（
2
）
松
本
光
隆
「
洪
書
楊
妊
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
訓
読
の
方
法
」
　
（
国
語

学
第
百
二
十
八
真
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
。

（
2
）
拙
稿
「
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱
声
点
・
点
発
に
つ
い
て
」

（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
四
十
六
巻
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
）
。

（
4
）
「
岩
崎
本
古
文
尚
書
・
毛
詩
の
訓
点
」
　
（
東
洋
文
庫
吉
報
第
十
五
号
、
昭

和
五
十
九
年
三
月
）
。

（
5
）
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧
抄
本
第
一
葉
所
収
。
以
下
、
木
稿
で
は
こ

の
覆
製
本
に
基
い
て
、
小
林
芳
規
先
生
に
御
貸
与
頂
い
た
移
点
本
に
従
っ

て
考
察
を
進
め
る
。
な
お
石
塚
暗
通
氏
が
注
（
4
）
文
献
に
お
い
て
釈
文

を
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
参
考
に
さ
せ
て
頂
く
。

（
6
）
小
林
芳
規
『
晰
翫
糎
抽
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
六
九
七
・
六
九
入

貢
参
照
。
石
塚
暗
通
氏
の
注
（
4
）
文
献
の
帰
納
図
と
は
少
異
が
あ
る
。

（
7
）
挙
例
に
お
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
、
仮
名
を
片
仮
名
で
あ
ら
わ

し
、
所
在
は
覆
製
本
の
丁
数
・
オ
ウ
（
表
裏
）
・
行
数
で
示
す
。
以
下
同

付
し
。

（
8
）
「
中
」
字
に
は
去
声
点
と
認
め
ら
れ
る
大
ぶ
り
の
星
点
の
他
に
、
ヲ
コ
ト

点
「
を
」
か
と
思
わ
れ
る
星
点
が
あ
る
が
未
詳
で
あ
る
。
石
塚
氏
注
（
4
）

文
献
で
は
こ
れ
も
去
声
点
と
さ
れ
、
去
声
点
二
つ
が
差
さ
れ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
経
典
釈
文
注
記
中
に
は
次
渇
の
よ
う
な
「
下
皆
同
」
　
「
注
同
」
の
如
き
も

の
が
あ
る
。

○
蛮
整
〔
音
洛
下
皆
同
〕

○
思
遠
〔
息
嗣
反
注
同
〕

こ
れ
は
本
文
中
で
各
々
、

○
白
虎
欒
六
人
）
せ
ひ
。
と
を
也
　
（
一
オ
3
）

○
憂
探
、
．
思
（
去
）
遠
、
（
一
オ
4
）

に
対
応
す
る
が
、
注
記
に
ょ
っ
て
「
整
」
字
に
対
す
る
音
注
「
音
洛
」
は

以
下
の
、

○
可
以
て
自
契
．
（
入
）
す
央
　
（
一
ウ
2
注
）

○
不
は
自
整
．
（
入
）
（
反
）
　
（
一
ウ
2
注
）

○
康
契
．
（
入
）
也
　
（
一
ウ
3
注
）
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○
錐
昔
日
契
．
（
入
）
、
（
一
ウ
4
注
）

等
の
「
契
」
字
に
も
及
ん
で
お
り
、
「
思
」
字
に
対
す
る
音
注
「
息
嗣
反
」

は
以
下
の
、

○
憂
探
．
思
（
去
）
遠
　
（
一
オ
5
注
）

の
「
思
」
字
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
総
て
毛
詩
唐
風
平
安

中
期
点
に
声
点
が
あ
り
、
経
典
釈
文
に
掲
載
さ
れ
る
例
と
し
て
処
理
す
る
。

（
1
0
）
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
（
昭

和
五
十
七
年
三
月
、
武
蔵
野
書
院
）
六
三
五
・
六
三
六
頁
の
表
に
よ
る
。

（
1
1
）
注
（
1
0
）
文
献
、
六
一
一
～
六
一
八
頁
、
六
三
五
二
ハ
三
六
頁
。

（
1
2
）
注
（
1
0
）
文
献
、
九
六
一
・
九
六
二
頁
。

（
1
3
）
経
典
釈
文
に
声
調
の
異
な
る
複
数
の
音
注
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
い
づ

れ
か
と
声
点
の
示
す
声
調
が
一
致
す
る
。

（
1
4
）
注
（
6
）
文
献
、
六
九
六
～
七
〇
一
頁
に
は
本
資
料
の
角
筆
点
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
注
（
4
）
文
献
。

（
空
石
塚
氏
は
脚
注
に
お
い
て
「
垢
」
、
右
ノ
角
筆
点
未
詳
。
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
去
声
の
位
位
の
角
筆
点
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
け
）
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧
抄
本
第
二
集
所
収
複
製
本
に
拠
る
。
原
本

に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
報
告
と
し
て
最
近
の
も
の
に
、
石
塚
暗
通
・
小
助

川
貞
次
氏
「
上
野
本
漢
書
松
雄
伝
訓
点
の
問
題
点
」
　
（
第
五
十
二
回
訓
点

語
学
会
、
昭
和
六
十
年
五
月
）
が
あ
る
。

（
1
8
）
書
跡
名
品
叢
刊
第
一
七
六
回
配
本
（
二
玄
社
）
　
「
唐
抄
本
・
世
説
新
書
」

に
拠
り
、
小
林
芳
規
先
生
に
御
貸
与
頂
い
た
移
点
本
を
参
考
と
し
た
。

（
1
9
）
小
林
芳
規
先
生
・
松
本
光
隆
氏
に
御
貸
与
頂
い
た
移
点
本
に
拠
る
。

1
－
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
講
師
－
－

A
会
員
近
著
紹
介
Ⅴ

「
『
老
乞
大
詰
解
』
・
『
朴
通
事
諺
解
』
中
国
漢
字
音
表
」

胤
森
　
弘
福

本
容
は
『
老
乞
大
諺
解
』
・
『
朴
通
事
諺
解
』
所
載
の
沃
字
及
び
ハ
ソ
グ
ル

を
、
ハ
ソ
グ
ル
の
頸
子
音
に
依
っ
て
ま
と
め
、
一
覧
し
、
中
国
中
原
音
・
現
代

朝
鮮
漢
字
音
を
も
併
せ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
の
永
年
の
研
究
の
基
礎

資
料
を
公
に
し
た
書
で
あ
り
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
老

乞
大
諺
解
』
・
『
朴
通
事
諺
解
』
の
溌
字
音
の
整
理
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
資

す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
。
一
覧
表
に
先
立
っ
て
、
朝
鮮
語
訳
に
対
す
る
編
者

の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
朝
鮮
洪
字
音
の
混
入
も
見
ら
れ
る
」
等
、
興

味
深
い
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

検
索
の
便
の
た
め
、
「
部
首
検
字
麦
」
を
附
し
、
末
尾
に
は
、
「
一
六
世
紀
中
国

資
料
四
書
の
音
訳
漢
字
表
』
　
『
日
本
館
訳
語
』
『
琉
球
館
訳
語
』
『
使
琉
球
録
』

『
音
親
字
海
』
」
を
収
め
る
。
A
B
五
版
、
昭
和
六
二
年
六
月
、
私
家
版
、
非
売

品
）
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会
　
員
　
消
　
息

〔
新
入
会
員
〕

石
川
一
・
棚
田
輝
嘉
・
灰
谷
純
一
郎

〔
転
居
先
不
明
〕

井
本
嘉
功
・
相
星
ゆ
か
り
・
川
野
正
博
・
沼
波
か
お
り
・
松
永
宗
二

（
御
存
知
の
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
）

tosho-seibi-repo
長方形




